
令和５年度ダイオキシン類の測定結果について 

（設置者による測定） 

 

 

 ダイオキシン類対策特別措置法に基づき、設置者が測定し鹿児島市が報告を受けたダイオキシ

ン類の測定結果は、次のとおりである。 

 

１ 採取期間   令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

 

２ 測定結果 

⑴ 大気基準適用施設 

施   設 区  分 対象施設数 報 告 件 数 

廃棄物焼却炉 
排出ガス 

・焼却灰等 
27 27 

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製造溶解炉 排出ガス １ １ 

排出ガスの測定結果は、全てダイオキシン類対策特別措置法に基づく排出ガス

に係る排出基準に適合していた。 

焼却灰等の測定結果は、全てダイオキシン類対策特別措置法に基づく焼却灰等

の処理基準に適合していた。 

 
 

⑵ 水質基準適用事業場 

施   設 区  分 対象事業場数 報 告 件 数 

下水道終末処理施設 排 出 水 2 4 

排出水の測定結果は、ダイオキシン類対策特別措置法に基づく排出水に係る排

出基準に適合していた。 



設置者による測定結果 
 

１ 排出ガス･焼却灰等の測定結果 

（1ngは10億分の１g） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ ＴＥＱとは、「毒性等量」を意味し、測定されたダイオキシン類の量を、最も毒性が強い2,3,7,8-TCDD（四塩化ジ

ベンゾ‐パラ‐ジオキシン）の毒性に換算して表したものである。 

㎥Nは体積の単位で、1㎥Nは0℃、1気圧の状態の気体1㎥を表す。 

※２ －は試料採取不可能なため、報告は不要。 

※３ 原料の処理能力。 

※４ 廃棄物焼却炉でないため、測定の対象外。 

 

２ 排出水測定結果 

（1pgは1兆分の１g） 

事業場
番号 

施設 
番号 

工場・事業場の名称 採 取 日 
排出基準 測定値 

pg-TEQ/L pg-TEQ/L 

1 1 鹿児島市南部処理場 
R5.4.19 

10   
0.00090 

R5.10.5 0.00022 

2 2 鹿児島市谷山処理場 
R5.4.19 

10   
0.00064 

R5.10.5 0.00022 

 


